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音
が
絶
え
な
い
一
日
で
し
た
。

　
又
、
平
成
24
年
よ
り
、「
一

人
で
も
多
く
の
方
に
虚
空
蔵
様

の
御
利
益
を
」
と
い
う
思
い
か

ら
、
虚
空
蔵
菩
薩
御
尊
像
左
手

の
摩
尼
宝
珠
（
宗
祖
が
た
ま

わ
っ
た
智
慧
の
宝
珠
）
よ
り
、

五
色
の
お
手
綱
を
年
に
一
度
、

虚
空
蔵
菩
薩
大
祭
の
ご
聖
日
に

限
り
、
導
か
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
　
　
２
面
に
続
く

　
宗
祖
日
蓮
大
聖
人
が
当
山
で

ご
修
行
の
折
、
一
心
に
祈
願
を

行
っ
た
虚
空
蔵
菩
薩
の
大
祭

が
、
９
月
13
日
に
奉
修
さ
れ
ま

し
た
。

　
午
前
８
時
よ
り
随
時
特
別
祈

祷
が
行
わ
れ
、
毎
年
お
参
り
さ

れ
る
栃
木
県
無
畏
講
（
樋
口
周

二
講
元
）
様
を
は
じ
め
、
大
勢

の
参
詣
者
が
お
参
り
に
な
ら

れ
、
終
日
、
お
経
・
木
剱
の
妙

日
蓮
大
聖
人
の
御
遺
文

　
　
　『
善
無
畏
三
蔵
抄
』
の
中
に
、

「
幼
少
の
時
よ
り

　
　
虚
空
蔵
菩
薩
に

　
　
　
　
願
を
立
て
て
云
く

　
　
日
本
第
一
の

　
　
　
　
智
者
と
な
し
給
へ
」

9月13日9月13日9月13日

虚空蔵菩薩大祭奉修虚空蔵菩薩大祭奉修
「天瑞和尚御作御奉安300年」「天瑞和尚御作御奉安300年」



１
面
よ
り
続
く

　
午
後
２
時
よ
り
二
宮
別
當
を

導
師
に
、
山
務
修
法
師
出
仕
に

て
法
要
が
営
ま
れ
、
最
後
に
宮

崎
執
事
長
を
修
法
導
師
に
、
参

列
者
に
対
し
て
特
別
加
持
祈
祷

が
修
さ
れ
、
全
国
各
地
よ
り
申

し
込
ま
れ
た
祈
願
の
読
み
上
げ

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
１
７
１
６
年
、
天
瑞
和
尚
の

手
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
虚
空
蔵

菩
薩
は
、
本
年
「
御
奉
安
三
〇

〇
年
」
と
い
う
記
念
の
年
で
あ

り
ま
す
。

　
例
年
で
す
と
、
閉
堂
の
時
間

を
も
っ
て
大
祭
は
終
了
と
な
り

ま
す
が
、
少
し
で
も
長
く
虚
空

蔵
菩
薩
を
参
拝
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、
19
時
半
ま
で
特
別
に
開

帳
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
18
時
半
か
ら
19
時
半

ま
で
「
星
を
観
る
会
」
の
計
画

も
あ
り
ま
し
た
が
、
生
憎
の
天

候
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
「
奉
安
三
〇
〇
年
」
と

し
て
、
虚
空
蔵
大
祭
に
て
法
要

を
執
り
行
い
ま
し
た
が
、
記
念

の
年
と
い
う
意
味
で
は
、
今
年

度
中
が
そ
の
年
に
当
た
る
事
に

な
り
ま
す
。
是
非
こ
の
三
〇
〇

年
と
い
う
記
念
の
年
に
、
一
度

ご
参
拝
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
、

有
り
難
く
思
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
８
月
21
日
・
22
日

に
、
広
島
県
広
島
市
、
妙
頂
寺

（
頂
岳
龍
成
住
職
）
頂
岳
直
弘

様
と
頂
岳
知
弘
様
の
度
牒
交
付

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
度
牒
生
の
お
二
人
は
開
会
式

終
了
後
、
祖
師
堂
に
て
法
式
実

習
・
読
経
試
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
間
、
住
職
や
檀
信
徒
の

方
々
は
御
題
目
写
経
を
行
い
、

書
い
た
写
経
は
檀
信
徒
の
見
守

る
中
、
住
職
に
よ
り
納
経
塔
に

納
め
ら
れ
、
引
き
続
き
山
務
員

に
よ
る
諸
堂
案
内
を
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

　
度
牒
生
と
檀
信
徒
が
合
流
し

摩
尼
殿
に
て
縁
起
説
明
及
び
開

帳
が
行
わ
れ
、
夕
食
後
に
は
蓑

輪
顕
寿
千
葉
県
南
部
宗
務
所
副

長
の
法
話
、
唱
題
行
、
映
画
鑑

賞
と
続
き
ま
し
た
。

　
明
朝
、
度
牒
交
付
式
が
行
わ

れ
、
度
牒
を
交
付
さ
れ
た
二
人

は
、
と
て
も
晴
れ
や
か
な
顔
で

証
書
と
記
念
品
を
受
け
取
ら
れ

ま
し
た
。

　
式
典
の
最
後
に
は
、
二
宮
別

當
よ
り
度
牒
生
に
向
け
て
、
沙

弥
と
し
て
の
心
構
え
の
お
話
が

な
さ
れ
、
度
牒
交
付
式
は
終
了

致
し
ま
し
た
。

　
清
澄
寺
は
日
蓮
大
聖
人
が
出

家
得
度
を
さ
れ
、
お
題
目
を
初

め
て
唱
え
ら
れ
た
立
教
開
宗
の

聖
地
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
地
で
檀
信
徒
の
方
々
と

共
に
度
牒
交
付
式
を
執
り
行
え

る
団
参
形
式
の
度
牒
。
師
僧
、

檀
信
徒
、
度
牒
生
の
皆
様
で
喜

び
を
分
か
ち
あ
え
る
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

妙
頂
寺

　
度
牒
団
参

年参の栃木県無畏講様年参の栃木県無畏講様

虚空蔵菩薩と結ばれたお手綱（上部）虚空蔵菩薩と結ばれたお手綱（上部）

お手綱
↓
お手綱
↓
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本
院
改
築

　
皆
様
の
御
支
援
に
よ
り
着
工
で

き
ま
し
た
本
院
改
築
工
事
も
間
も

な
く
１
年
を
迎
え
ま
す
。

　
外
部
は
屋
根
工
事
や
外
壁
の
左

官
工
事
も
ほ
ぼ
終
わ
り
に
近
づ
い

て
ま
い
り
ま
し
た
。
大
玄
関
も
屋

根
工
事
が
終
わ
り
、
本
院
の
顔
が

現
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。
早
く
足

場
が
撤
去
さ
れ
素
晴
ら
し
い
外
観

が
現
れ
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

　
毎
月
開
催
さ
れ
る
建
設
委
員
会

で
も
中
の
内
装
な
ど
の
話
し
合
い

が
行
わ
れ
、
来
年
３
月
頃
の
完
成

に
向
け
て
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　
お
陰
様
で
浄
財
の
勧
募
も
進
ん

で
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

天井貼の状況天井貼の状況海側より撮影海側より撮影

外観を現してきた本院（9月29日撮影）外観を現してきた本院（9月29日撮影）
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９
月
５
日
か
ら
９
日
ま
で
の

４
泊
５
日
の
日
程
で
、
当
山
信

育
道
場
・
研
修
会
館
を
会
場
と

し
て
平
成
28
年
度
第
２
回
僧
道

林
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
二
宮
別
當
を
林
長
と
し
、
主

任
・
村
井
惇
匡
師
を
始
め
教
職

員
７
名
が
26
名
の
林
生
の
訓
育

に
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
期
間
中
、
出
身
や
年
齢
、
僧

侶
を
志
し
た
動
機
も
異
な
る

人
々
と
触
れ
合
う
中
で
、
よ
り

一
層
自
分
自
身
の
信
仰
心
を
高

め
る
と
共
に
、
法
要
を
行
う
上

で
必
要
な
技
術
を
磨
き
ま
し
た
。

　
秋
季
彼
岸
会
の
供
養
が
、
９

月
19
日
よ
り
25
日
迄
の
１
週

間
、
朝
勤
に
て
回
向
さ
れ
、
迷

う
心
を
清
浄
に
す
る
仏
道
修

行
、
お
題
目
を
唱
え
て
心
を
磨

く
１
週
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
全
国
の
檀
信
徒
の
皆
様
よ
り

申
し
込
ま
れ
た
沢
山
の
卒
塔
婆

は
、
彼
岸
明
け
に
萬
霊
塔
に
建

立
、ご
回
向
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
７
月
よ
り
清
澄
・
四
方

木
地
区
活
性
化
の
一
環
と
し

て
、
参
道
に
清
澄
案
内
処
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
鴨
川
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
鹿
野
光
久
様
ご
夫
妻
が
中
心

と
な
っ
て
地
域
住
民
の
協
力
に

よ
り
、
空
き
店
舗
を
利
用
し
、

参
拝
さ
れ
る
方
々
に
清
澄
に
伝

わ
る
話
や
清
澄
寺
を
中
心
と
し

た
散
策
マ
ッ
プ
な
ど
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
用
意
し
、
参
拝
者
の

憩
い
の
場
と
し
て
提
供
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　
土
・
日
・
祝
日
の
み
で
す
が
、

参
拝
さ
れ
る
際
、
ど
う
ぞ
お
立

ち
寄
り
下
さ
い
。

秋
季
彼
岸
会

清
澄
案
内
処

清
澄
案
内
処

＝
台
風
被
害
＝

第
２
回

　
僧 
道 

林

　
本
年
は
台
風
の
当
り
年
な
の

か
、
お
盆
以
降
９
月
に
か
け
て

台
風
が
立
て
続
け
に
房
総
半
島

に
上
陸
ま
た
は
接
近
し
ま
し
た
。

　
中
で
も
８
月
22
日
に
上
陸
し

た
台
風
９
号
は
、
清
澄
寺
も
祖

師
堂
前
の
看
板
が
倒
壊
、
房
総

ス
カ
イ
ラ
イ

ン
入
口
交
差

点
に
設
置
し

て
い
る
看
板

が
落
ち
る
な

ど
被
害
に
遭

い
ま
し
た
。

　
当
時
は
参

拝
者
も
な
く
、

人
的
被
害
は

　
お
盆
以
降
ぐ
ず
つ
い
た
天
気

が
続
き
、
農
作
物
に
も
影
響
が

出
始
め
て
お
り
ま
す
。

　
い
つ
も
は
天
気
の
良
い
秋
の

お
彼
岸
で
す
が
、
そ
の
一
週
間

は
ほ
と
ん
ど
雨
で
、
特
に
中
日

の
９
月
22
日
が
土
砂
降
り
と
な

り
、
鴨
川
市
も
一
部
に
避
難
勧

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
改
め

て
自
然
の
脅
威
を
感
じ
ま
し
た
。

告
が
出
た
ほ
ど
で
し
た
。

　
参
拝
さ
れ
た
方
々
は
口
々
に

「
こ
ん
な
雨
の
続
く
お
彼
岸
は

初
め
て
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お

り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
10
月
27
日
は
日
蓮
大

聖
人
第
７
３
５
遠
忌
報
恩
御
会

式
が
当
山
で
奉
修
さ
れ
ま
す
。

皆
様
の
ご
参
拝
を
山
務
一
同
お

待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

お彼岸の卒塔婆供養をされる宮崎執事長お彼岸の卒塔婆供養をされる宮崎執事長
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